




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　学習者の情報リテラシーは日本語で入力し、電子メー ルで連絡するという段階から、インター ネット検索、パワー ポイント、ホームページ作成まで
既に経験済みという段階まで様々だったが、選択者各自にとって、概ねよかった、役に立ったという評価だった。情報検索の面では、国立情報
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